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平成29年5月17日（水）
庄内小学校4年生105名が

福祉体験学習を行いました。



飯塚市社会福祉協議会だより2017年6月15日 第 3 4 号（２）

社会福祉法人飯塚市社会福祉協議会 
事業計画

基本方針

予　　算

近年、少子・高齢社会の急速な進展や人口減少並びに核家族化等に伴い、ひとり暮らし高齢者や高齢夫

婦のみの世帯が増加し、家族内の見守りや介護機能の低下、地域連帯感の希薄化によるコミュニティの脆

弱化が全国的に叫ばれています。

また、地域においては生活困窮、虐待、ひきこもり、孤立死や自殺、災害時支援、消費者被害など、地域か

らの孤立を起因とする様々な生活課題が深刻化しており、その解決にあたっては、既存の制度だけでなく、

住民力、地域力による取り組みも不可欠となってきています。

国では、地域包括ケアシステムの構築に向けた介護予防・生活支援サービスの充実や、生活困窮者自立

支援制度等が進められており、いずれも「地域」をキーワードとした福祉活動の新たな展開が求められて

いるところです。

一方、今般の社会福祉法人制度改革においては、これまで以上に経営組織のガバナンスや財務規律の強

化、事業運営の透明性の向上等を図ることとされているほか、新たに地域における公益的な事業の取り組

みも責務とされていることから、社会福祉法人の地域社会に貢献する在り方が強く求められています。

このような社会状況を踏まえ、本会の29年度の基本方針は、諸制度改正への対応と「地域包括ケアシ

ステム」の実現に向けて、住民や地域団体、関係機関等との協力体制を強化すると共に、飯塚市地域福祉

活動計画の基本理念である「お互いを尊重し、支えあい、助け合う協働の地域づくり」を目指した実践を通

して、地域福祉のより一層の推進を図って参ります。 

次年度繰越金
11%積立預金等

その他の支出
1%

助成金支出
3%

事務費
支出
11%

事業費支出
12%

人件費支出
62%

支 出
904,673,000

前年度繰越金
10%積立預金

取崩収入
4%寄付金等

その他の収入
2%

事業収入
2%

共同募金
配分金収入
2%

受託金収入
9%

筑穂保健福祉
総合センター
管理運営補助金

2%

飯塚市
補助金収入
6% 障害福祉サービス等

事業収入
7%

介護保険
事業収入
56%

収 入
904,673,000

平成29年度
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地域福祉活動・権利擁護センター・ボランティアセンターの3つの事業を柱として、地域福祉活動計画

の3つの基本目標（お互いを大切にし合うひとづくり・支えあう地域づくり・つながるしくみづくり）に添った

事業を展開しながら、総合的福祉の発展を継続的に推進していきます。

【地域福祉関連事業】

平成29年4月から、要支援者（1・2）の位置づけが大きく変わる介護予防・日常生活支援総合事業の本

格的な実施に伴い、平成29年度は、介護人材の定着化と資質の向上を図りながら、中・重度者のニーズに

対応した取り組みを重点課題として位置づけるとともに、要介護者の重度化を防止する予防的な観点か

らの取り組みも継続的な課題として展開していきます。

【介護保険関連事業】

（1） 社会福祉法人制度改革への対応（地域公益活動の取り組み）（新規）
（2） 生活支援サービス体制整備事業（生活支援コーディネーターの配置）（新規）
（3） 各地区の小地域福祉活動計画策定支援（継続）
（4） 地区社協・地域福祉ネットワーク委員会等との協働（継続）
（5） 飯塚市地域福祉活動計画の実践　

事業概要

社会福祉法の改正や介護保険法の改正など、飯塚市社協を取り巻く経営環境の変化に対応するた

め、組織体制、財政等全般に対して見直しを図っていきます。

【法人運営関連事業】

（1） 組織・財政等の課題分析と改善策の検討及び実施
（2） 飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニーの管理運営
（3） 筑穂保健福祉総合センターの管理運営
（4） 飯塚市福祉センター伊川の郷の管理運営
（5） 筑豊地区人材バンクの受託事業
（6） 生活福祉資金の貸付事務
（7） 収益事業の推進
（8） 労働環境の整備

高齢者関連事業

【自主事業】
 ・居宅介護事業
 ・重度訪問介護事業
 ・同行援護事業
 ・相談支援事業
 ・制度外事業（ホームへルプ事業）
 ・生活介護事業
 ・自立訓練（生活訓練）事業
 ・児童発達支援事業

【受託事業】
 ・移動支援事業
 ・「食」の自立支援事業

【自主事業】
 ・居宅介護支援事業
 ・訪問介護事業
 ・通所介護事業
 ・特別養護老人ホーム筑穂桜の園運営事業
 ・制度外事業（ホームヘルプ事業）

【受託事業】
 ・筑穂地域包括支援センター運営事業
 ・介護予防支援事業
 ・要介護認定調査業務
 ・「食」の自立支援事業
 ・高齢者住宅等安心確保事業
 ・高齢者生きがいと健康づくり事業

障がい児・者関連事業
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誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

　社会福祉協議会という名前は、聞いたことがあるけども、役所の出先機関なのか 民間なのか、また誰を対象

にして何をしている団体なのか分かりづらいという声を時々耳にしますので、改めて社会福祉協議会（通称社

協とも言います）について概略を説明します。

　この社協というのは、地域住民やボランティア、福祉・保健・医療などの関係者、行政機関等の協力を得なが

ら、福祉のまちづくりを目的として社会福祉法に位置付けられており、全国、都道府県、市町村に１カ所ずつ設

置が認められた民間の社会福祉団体です。

　戦後間もない１９５１年に民間の社会福祉活動を強化するため、全国・都道府県段階に誕生し、やがて市区町

村にも社協ができました。また、「赤い羽根共同募金」を有効に地域で活用するための団体でもあり、住民福祉

活動の支援・啓発・在宅福祉活動などに取り組んでいます。　

　誰もがこの町に住んで良かったと思えるように、民間

の社会福祉団体としての自主性と、地域住民やさまざま

な分野の関係者に支えられた公共性という二つの側面

を併せ持ちながら、地域福祉活動に取り組んでいます。

そして、その目指す方向性は、「誰もが安心して暮らせる

福祉のまちづくり」であり、これが私たちの基本理念で

す。

そもそも、社協
ってなに？

だんのふ らしのく あわせし
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“助けあい”から“支え合い”まで、小地域での多様な地域福祉活動が必要です

支援の必要な人
・家族

自助

共助

公助

民生委員
児童委員

定期訪問
安否確認

給食サービス
敬老会等

ふれあい・いきいきサロン

ちょっとした手伝い・話し相手

近隣住民

健康・ふれあい行事、
防犯活動、環境活動等

自治会

親睦・交流活動

当事者の会、老人クラブ等

市社協

声かけ訪問

福祉委員等

地域包括
支援センター

医療・介護
専門職

地域住民一人ひとりが日常生活

の様々な課題について、自らの判断

により主体的に解決を図っていく

こと

自 助

地域福祉活動とは、自分たちの地域の福祉課題を自分たちで解決していくために、市社協や行政等と連携しな

がら地域住民主導により「福祉のまちづくり」を推進する活動です。

現在、市内には１８か所の地区(校区)社協（おおむね中学校区に１カ所）が地域の自主的なボランティア団体と

して設置されており、だれもが安心して暮らせるよう、支援を必要としている人たちを見守り、支え合うために、

地域の実情に合わせた「小地域福祉活動」を地域住民が主体となって展開しています。
同じ地域に住む人同士、できる人ができることを少しずつ出し合って、助け合い・支え合いのまちづくりを進め

ていくことが重要と考えています。

個人や家族だけでは解決が難

しいことについて、地域の住民同

士や地域で活動する団体どうしで

助け合い、問題の解決を図ること

共 助
個人や地域住民だけでは解決が

難しいことについて、行政などの

公的機関が対応を行うこと

公 助
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）

◇
平
　
　
恒 

大
久
保
　
日
出
子
様 

（
故
　
安
行
様
）

◇
平
　
　
恒 

三
苫
　
さ
だ
子
様 

（
故
　
愼
一
様
）

◇
平
　
　
恒 

上
吹
越
　
禮
子
様 

（
故
　
裕
様
）

◇
平
　
　
恒 

渡
邊
　
公
子
様 

（
故
　
治
利
様
）

◇
椿 

井
手
口
　
琢
也
様 

（
故
　
紀
子
様
）

◇
椿 

垪
和
　
正
一
様 

（
故
　
ハ
マ
子
様
）

◇
安
　
　
恒 

岡
松
　
郁
子
様 

（
故
　
稔
雄
様
）

◇
安
　
　
恒 

藤
井
　
清
人
様 

（
故
　
城
石 

亥
之
助
様
）

◇
天
　
　
道 

恋
口
　
数
美
様 

（
故
　
良
子
様
）

◇
天
　
　
道 

井
藤
　
裕
子
様 

（
故
　
千
代
田 

昭
市
様
）

◇
久
保
白

 

大
村
　
伸
一
様 

（
故
　
稔
美
様
）

◇
高
　
　
田 

深
町
　
久
枝
様 

（
故
　
光
徳
様
）

◇
舎
利
蔵

 

河
辺
　
康
子
様 

（
故
　
邦
亘
様
）

◇
弁
　
　
分 

髙
橋
　
勇
次
様 

（
故
　
ハ
ル
ヱ
様
）

◇
小
正
一
区 

藤
川
　
厚
子
様 

（
故
　
洋
様
）

◇
小
正
一
区 

吉
田
　
秀
敏
様 

（
故
　
美
千
代
様
）

◇
枝
国
一
区 

宮
原
　
介
平
様 

（
故
　
信
子
様
）

◇
枝
国
一
区 

玉
置
　
俊
行
様 

（
故
　
輝
子
様
）

◇
枝
国
二
区 

網
谷
　
孝
子
様 

（
故
　
是
雄
様
）

◇
枝
国
三
区 

川
﨑
　
加
茂
子
様 

（
故
　
浩
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
太
郎
丸
一
区 

髙
島
　
正
子
様 

（
故
　
順
市
様
）

◇
椿 

井
手
口
　
琢
也
様 

（
故
　
紀
子
様
）

◇
弁
　
　
分 

諸
原
　
み
ゆ
き
様 

（
故
　
国
男
様
）

◇
安
　
　
恒 

藤
井
　
清
人
様 

（
故
　
城
石 

亥
之
助
様
）

◇
天
　
　
道 

恋
口
　
数
美
様 

（
故
　
良
子
様
）

◇
天
　
　
道 

小
野
山
　
光
子
様 

（
故
　
博
侑
輝
様
）

◇
天
　
　
道 

井
藤
　
裕
子
様 

（
故
　
千
代
田 

昭
市
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
髙
　
　
田 

深
町
　
久
枝
様 

（
故
　
光
徳
様
）

◇
久
保
白

 

大
村
　
伸
一
様 

（
故
　
稔
美
様
）

◇
舎
利
蔵

 

河
辺
　
康
子
様 

（
故
　
邦
亘
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
馬
　
　
敷 

瓜
生
　
佳
徳
様 

（
故
　
義
一
様
）

◇
三
　
　
町 

大
庭
　
明
俊
様 

（
故
　
俊
郎
様
）

《
筑
穂
通
所
介
護
へ
指
定
寄
附
》

◇
長
　
　
尾 
永
芳
　
保
明
様 

（
故
　
フ
ジ
エ
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
内
住
本
村 

大
久
保
　
初
穂
様 

（
故
　
照
子
様
）

◇
大
　
　
分 

籾
井
　
布
沙
子
様 

（
故
　
満
弥
様
）

◇
う
ぐ
い
す
台 

藤
中
　
敏
子
様 

(

故
　
茂
美
様)

◇
山
　
　
口 

右
橋
　
政
友
様 

（
故
　
シ
ゲ
子
様
）

◇
山
　
　
口 

芳
野
　
敏
範
様 

（
故
　
武
雄
様
）

◇
山
　
　
口 

芳
野
　
勝
次
様 

（
故
　
誠
介
様
）

◇
馬
　
　
敷 

林
　
周
一
様 

（
故
　
幸
子
様
）

◇
浦
　
　
田 

力
丸
　
正
範
様 

（
故
　
林 

キ
ク
ヱ
様
）

◇
筑
穂
栄
町 

宮
瀬
　
久
仁
子
様 

（
故
　
フ
ミ
ヱ
様
）

◇
長
　
　
尾 

田
中
　
扶
実
代
様 

（
故
　
カ
ズ
子
様
）

◇
長
　
　
尾 

永
芳
　
保
明
様 

（
故
　
フ
ジ
エ
様
）

◇
長
　
　
尾 

荒
平
　
信
義
様 

（
故
　
シ
ヅ
エ
様
）

◇
平
　
　
塚 

中
野
　
良
則
様 

（
故
　
京
子
様
）

◇
阿
　
　
恵 

緒
方
　
範
子
様 

（
故
　
陽
子
様
）

◇
阿
　
　
恵 

矢
野
　
信
生
様 

（
故
　
政
光
様
）

◇
三
　
　
町 

大
庭
　
明
俊
様 

（
故
　
俊
郎
様
）

◇
上
　
　
揚 

大
庭
　
浩
一
様 

（
故
　
カ
子
様)

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
庄
内
支
所
へ
香
典
寄
附
》

◇
多
　
　
田 

林
　
　
栄
子
様 

（
故
　
康
博
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
赤
　
　
松 

佐
伯
　
絹
代
様 

（
故
　
正
夫
様
）

◇
三
万
円 

有
安 

松
本
　
和
子
様 

（
故
　
新
開 

清
子
様
）

◇
安
　
　
丸 

坂
本
　
博
　
様 

（
故
　
毱
子
様
）

◇
有
　
　
井 

酒
元
　
光
二
様 

（
故
　
真
由
美
様
）

◇
本
　
　
村 

原
口
　
節
子
様 

（
故
　
光
成
様
）

◇
仁
　
　
保 

中
野
　
晃
一
様 

（
故
　
信
子
様
）

◇
有
　
　
安 

山
本
　
久
美
子
様 

（
故
　
種
雄
様
）

◇
赤
　
　
坂 

杉
岡
　
伊
津
子
様 

（
故
　
正
人
様
）

◇
庄
内
元
吉 

手
柴
　
和
宏
様 

（
故
　
澄
登
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
三
万
円 

木
浦
岐 

神
田
　
敬
子
様 

（
故
　
稔
様
）

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た

▼
本
会
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
は
、

「
他
の
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
附
も
あ

わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
附
が
な
い
方
で
も
、
地
区
校

区
社
協
へ
の
寄
附
は
掲
載
い
た
し
ま
す

が
「
他
の
福
祉
団
体
等
」
の
寄
附
は
掲

載
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

お
　
知
　
ら
　
せ

飯塚市社会福祉協議会だより2017年6月15日 第 3 4 号（６）



第 3 4 号（７） 飯塚市社会福祉協議会だより 2017年6月15日

たくさんのプルタブを集めていただき、寄贈いただき
ました。集まったプルタブで車いすを購入し、社会福祉事
業に役立たせていただいています。

昨年11月に結成15周年を迎えられた「飯塚竜王ライ
オンズクラブ」さまより「身体的理由で寝たきりになっ
ている高齢者がたくさんいる。自由に外出できる機会が
増えれば」と、飯塚市社会福祉協議会に車いす10台を寄
贈いただきました。
社会福祉事業に活用させていただきます。ありがとう

ございました。

飯塚竜王ライオンズクラブ車いす寄贈

　整骨院“長生庵”さま
より「地域福祉に役立て
て下さい」と、車いす3台
を寄贈いただきました。
　社会福祉事業に活用
させていただきます。あ
りがとうございました。

整骨院長生庵
車いす寄贈

幸袋小学校飯塚市婦人会穂波支部

《開催予定》
　◆ 7月20日（木） ヤクルト

　◆ 9月21日（木） リズム遊び

　◆11月16日（木） ポーセラーツ

　◆ 1月18日（木） 情報交換会

　◆ 3月15日（木） プチマルシェ

《開催場所》
7月、9月、3月
　庄内ハーモニー
　（飯塚市綱分771番地1）
11月、1月
　飯塚東公民館
　（飯塚市下三緒57-46）

飯塚東地区社協共催事業で行っております「おやっとこっ
と」は奇数月の第3木曜日の10時から開催しております。
29年度も楽しい内容を企画しておりますので、ぜひ、予約
のうえご参加ください。

おやっとこっと
子
育て
サロン

ポーセラーツ リズム遊び 情報交換会 プチマルシェ

「認知症サポーター」とは、認知症
を正しく理解し、認知症の人や家族を
支援する応援者です。あなたも認知
症サポーターになって、自分の家族
や友人、知人、地域の方が安心して暮
らせる応援者の一人になりませんか。

認知症サポーター養成講座
（市民講座）

認知症サポーター養成講座
（市民講座）

認知症サポーター
フォローアップ研修

認知症サポーター養成講座
（市民講座）

H29年6月17日（土）
10：00～

H29年9月30日（土）
10：00～

H29年12月2日（土）
13：30～

H30年1月27日（土）
10：00～

飯塚市立岩公民館

庄内保健福祉総合
センターハーモニー

初めての方、
関心のある方

初めての方、
関心のある方

初めての方、
関心のある方

サポーター養成講座
を受講された方

穂波公民館

未定

参加要件場　所日　時内　容

《お問い合わせ・申込先》 飯塚市社会福祉協議会　穂波支所　☎0948-29-5520（担当：岡松・田上）

認知症サポーター
養成講座開催のお知らせ

平成29年度

0948-82-5300
問合せ
毎月第2日曜・年末年始
休館日
飯塚市綱分771-1
場　所

庄内保健福祉
総合センターハーモニー
飯塚市社協は、市民の健康保持と保健意識の

向上を図り、総合的な福祉サービスを提供するこ
とを目的としたハーモニーの指定管理者として、
貸室・浴場等の運営を行っていますので是非ご
利用ください。

《参加費》　100円
　※定員になり次第締め切らせていただきます。

《お問合わせ・申込先》
　飯塚市社会福祉協議会　担当：杉本　☎0948-23-2210

修了証として
オレンジリングが
もらえます
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　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210
◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085
◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

７月 ８月 ９月 10月
日日休日
日日日日
日日日日
日日日日
日日日日

１４
２５
５
２０
２７

２２
２
１７
２４

８
２６
６
２１
２８

１３
２４
４
１９
２６

（時間は、いずれも13時～15時）

心配ごと相談所開設のお知らせ

福祉人材バンクからのお仕事の紹介を希望
される方には人材バンクへの「求職登録」をお
願いしています。
基本的には、窓口での登録をお願いしていま
すが、スマートフォンやタブレット端末、パソコ
ンを利用して「福祉のお仕事」ホームページ上
から福祉人材バンクへの求職登録や求職活動
が可能となりました。

クリックすると、Webサイト「福祉のお仕事」が開きます！こちらから、当福祉人材バンクより紹介
可能な求人の検索が可能です！

利 用 料/ 無料
相談受付/ 9:00～16:30
定 休 日/ 土日祝日、年末年始

社会福祉法人 飯塚市社会福祉協議会
筑豊地区福祉人材バンク
〒820-0011 飯塚市柏の森956-4　☎0948-23-2210

http://www.fukushi-work.jp
検索福祉のお仕事

お気軽に
お問い合せ
ください

1.対 象 者 　 　
　次にあげる要件をすべて備えている方が対象です。
　①介護職員等の業務の実務経験が1年以上ある方
　②次のいずれかに該当し、介護人材として一定の知識及び経験を有する方
　　　ア　介護福祉士
　　　イ　介護福祉士実務者研修修了者又は介護職員初任者研修、介護職員基礎研修
　　　　　ホームヘルパー1級課程、ホームヘルパー2級課程のうちいずれかの修了者
　③福岡県内の介護職員処遇改善加算を算定している事業所又は過去3年以内に
　　福祉サービス第三者評価制度を受診した事業所に介護職員等として就労する方
　④介護職員等を離職後、福岡県福祉人材センターに氏名・住所等の届出を行う方
　⑤離職から再就職まで3ヶ月以上の空き期間がある方

2.貸付金額　20万円以内（1回限り）

3.貸付利子　無利子（ただし、延滞利息は年5％）
※介護職員等とは、介護職員処遇改善加算の算定要件とされる業務に従事する職員です。

次の場合、再就職準備金の返還の債
務を免除します。
①貸付対象となる事業所において、
2年間介護職員等の業務に従事し
たとき。

②介護職員等の業務に従事してい
る期間中に、業務上の事由により
死亡し、又は業務に起因する心身
の故障のため介護職員等の業務
を継続することができなくなった
とき。

離職した介護人材の再就職準備金の貸付制度
介護職として一定の知識及び経験を有する方に対し、再就職準備金を貸付けること
により、地域の福祉・介護人材の育成及び確保並びに定着を支援するものです。

返還が免除となる要件

貸付内容


